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国際シンポジウムのご案内
　国立国語研究所では国際シンポジウムを一般に広く公開
して開催しています。12月の第4専門部会は，対人関係に
配慮したコミュニケーションについて，アメリカと日本の
研究者が発表し討論します。どうぞご参加ください（入場
無料）。
●テーマ＝談話のポライトネス
○日時＝平成11年12月4日出午前10時～午後5時
●会　場：国立国語研究所講堂（1号館5階）
●発表者・内容
宇佐美まゆみ（東京外国語大学）「談話のポライトネス」
東照二（ユタ大学・米国）「ポライトネス・ストラテジーの日
　米対照」
　　　　　　　＿　＿　＿う
バトリシア・ウェッツェル（ポートランド州立大学・米国）
　「ポライトネスのFinal　Vocabulary：日本とアメリカ」
杉戸清樹（国立国語研究所）「待遇表現行動の枠組み」
吉岡泰夫（国立国語研究所）「対話インターラクションとして
　の敬語行動」
陣内正敬（関西学院大学）「談話における敬意表現の社会的多
　様性」
〈参加申し込み・問い合わせ先〉
国立国語研究所国際シンポジウム事務局
〒115－8620　東京都北区西が丘3－9－14
FAX　O3－3906－3530　E－mail：mihayata＠kokken．gojp
ホームページhttp：／／www．kokken．gojpにも開催案内が載
っています。
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国立国語研究所に行ってみよう！
こ納ｱとばフォーラム
　国立国語研究所では公開のことばフォーラムを開
催します。ことばやコミュニケーションをテーマに
わかりやすくお話しします。また，三つの研究室を
公開します。一般成人の方々から児童・生徒の皆さ
んまで，どうぞご参加ください。
問い合わせ先＝国立国語研究所庶務課庶務係
　　　　　　　電話03－5993－7603
●開催日時・会場
　平成ll年11月13日出　国立国語研究所講堂・各研究室
　午後1時～1時45分　公開講i演（1）　「ことばの意味を調べよう」　甲斐睦朗（所長）
　午後2時～2時45分　公開講i演（2）　「対人関係の話しことば」　　吉岡泰夫（言語変化研究部長）
　午後3時～4時30分　研究室公開（1）　「話しことばの研究方法」　　　　言語行動研究部第二研究室
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　「人がかわるとことばもかわる」　言語行動研究部第一研究室
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　「方言地図の見かた・読みかた」　言語変化研究部第一研究室
●公開講演
ω「ことばの意味を調べよう」　　　　　　　　　　　　　　　　甲斐睦朗（所長）
　わたしたちは，普段はほとんど意識しないでことばを使った生活をしています。ところが，相手の何気なく使ったことばが気
になったり，あることばに興味がわいてもっと知りたいと思ったりすることがあります。そういうとき，手をのばした所に辞典
があると助かります。引いて解決できるからです。ではどういう辞典が便利なのでしょうか。
（2）「対人関係の話しことば」　吉岡泰夫（言語変化研究部長）
　人間がお互いに理解し合い，尊重し合って生きていくためには，ことばの多様性を認め合った話しことばコミュニケーション
が大切です。例えば，人づきあいで敬語をうまく使いこなすことによって気持ちを通じ合うことができます。気持ちや考えを伝
え合うことばの働き，伝え合うことによって人間関係を築くことばの働きについて考えてみましょう。
●研究室公開
（1）「話しことばの研究方法」　言語行動研究部第二研究室
　従来の話しことばの研究では，話しことばを一旦文字に書き起こしてから，その文字化資料をデータとして研究を進めていま
した。しかし，このような方法では，話しことばの本質的な特徴の解明は困難だということがわかってきています。
　私たちの研究室ではデ現実の音声を広範囲に収録し，分析することによって，音声によってしか伝えることのできない情報傳
門的にはパラ言語情報と呼びます）の研究と，音声による対話についての基礎的・実験的な研究を推進しています。今回のデモンスト
レーションでは，話しことばを研究するためにはどのようなデータが必要か，また，それを分析することによって，どのような
成果が得られるかについて説明します。
（2）「人がかわるとことばもかわる」　言語行動研究部第一研究室
　ひとくちに「日本語」と言っても，その人の住む地域や年齢や性別あるいは話をする状況などによりじつにさまざまです。同
じ高校生でも東京と大阪ではことばつかいが少し違いそうです。また同じ東京の中でも，性別や年齢によりことばつかいはいろ
いろです。研究室公開では，最近実施したアンケート調査から，その多様な姿の一端をご紹介します。
（3）「方言地図の見かた・読みかた」　言語変化研究部第一研究室
　全国の方言の分布をあらわした言語地図に『日本言語地図』と『方言文法全国地図』があります。それらの基本的な見かたと，
そこからどのようなことが読みとれるかを，実物を使いながら説明します。
一F　　　r、
「日本語総合シラバスの構築に向けて」
　　日時：平成11年12月21日㈹午前10時～午後5時
　　場所：国立国語研究所講堂（1号館5階）
「視聴覚教材フォーラム5」
　　日時＝平成11年12月22日（水）午前10時～午後5時
　　場所：国立国語研究所講堂：（1暑館5陶
　平成11年度国立国語研究所公開研究発表会は，「日本語学習
のひろがり一日本語総合シラバスの構築に向けて一」と題して
12月21日㈹に行います。「日本語総合シラバス」は，日本語を
学ぶ外国人にとって必要になりうるすべての学習項目を網羅し
た学習項目表を作り，多様化する学習者の一人ひとりのために
最適な学習内容を提案できるようにしょうという構想で進めて
いる研究テーマです。視野に入れる学習内容は，言語体系・伝
達行動・文化を含む広い範囲にわたります。翌12月22日㈱に
は「視聴覚教材フォーラム5」公開発表会として，ビデオ教材
を使った授業設計の例を発表します。両日とも，参加自由，入
場無料です。詳細のお問い合わせば，日本語教育教材開発室，
担当：中道まで。
電言舌　　　03－5993－7661
E－mail　makion＠kokken．gojp
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●案内図
＝）
池袋方面
　バス停
　団が2徽塙繭
　　　　　　都立産粟技術西が丘競技場
濯水町
公務員住宅
十条方面
【交通機関】
都営地下鉄三田線「板橋本町駅」下車徒歩10分
JR埼京線「十条駅」下車徒歩20分
JR赤羽駅（西口）より国際興業バス，西が丘競技場
（赤羽車庫）行（バス停5番）で終点「赤羽車庫」下車1分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠1999　国立国語研究所
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